
431

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成平成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年（（（（（（（（（（（（（（（222222222222220000000000000011111111111111000000000000002010）））））））））））））））111111111111111111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史・・・・・・・・・・・・・・文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化のののののののののののののの継継継継継継継継継継継継継継承承承承承承承承承承承承承承とととととととととととととと創創創創創創創創創創創創創創造造造造造造造造造造造造造造歴史・文化の継承と創造

No.



ト

ッ
プ

ニ

ュ
ー
ス

2

　体育の日恒例の松島ハーフマラソ

ン大会が１０月１０日に開催されまし

た。今年で３４回目となるこの大会

に全国各地から過去最高となる

6,035 人のランナーが参加しました。

　アトランタ五輪で入賞し、現在は

解説者として人気の千葉真子さんが

特別招待選手として参加し、苦しく

なったときの対処方法などを交えた

挨拶があり、５�の部で参加者と一

緒に汗を流していました。

　大会では名物のかき汁も提供され、

選手たちはゴール後、次々にかき汁

コーナーへ足を向け、旬のかきを存

分に味わっていました。

秋風を受けながら快走

▲過去最高の 6,035 人のランナーが秋晴れの松島路を快走しました

▲千葉真子さん（左）も参加者と
一緒に汗を流しました

▲生産者と宿泊施設の関係者が一緒に新米を
味わいました

▲むすび丸もコンバインで
稲刈に挑戦

▲大会名物の松島かき汁で疲れた体も
癒されます

▲愛称の公募でグランプリを受賞
した小山内尚子さん（右）

　１０月１日に「松島発！環境保全米

プロジェクト」の稲刈り体験と試食

会が行われました。

　稲刈りには、これまで田植えや栽

培中の稲の花見などを体験した宿泊

施設の従業員など１６人が参加。宮

城県の観光キャラクターの「むすび

丸」も一緒に黄金色の稲穂をコンバ

インで刈り取った後、試食会で新米

を生産者と一緒に食べくらべました。

生産者の方は「今夏の猛暑で心配さ

れた高温障害もなく、出来は上々で

す」と話していました。

　なお、栽培していたササニシキと

ひとめぼれの愛称を公募した結果、

ササニシキが「めごの舞」、ひとめぼ

れは「いろはの舞」に決定し、町内

の宿泊施設などでは早速、観光客へ

の提供が始まりました。

　松島町とＪＡ仙台が取り組み育て

てきた環境保全米は、地元産で生産

者の顔が見える安心安全なお米です。

環境保全米の稲刈りと
試食会が行われました
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▲祭壇に飾られたススキやろうそくが
幻想的な雰囲気を演出

▲高橋知歌さんの美声が観客を魅了しました

▲日本三景の風景を背景に各流派が
縁席を設けお手前を披露

▲豪快に運ばれてきたかきに
笑みがこぼれます

　９月２２日の中秋の名月に合わせ

て、９月２３日から３日間「第１１回

秋の月 in 観瀾亭」が開催され、外国

人観光客などを含め約４００人が訪れ

ました。

　夏の暑さを忘れさせるような涼し

さの中で開催された秋の月では、顔

を出したすばらしい月に観光客は目

を奪われていました。

　また、観瀾亭ではソプラノ歌手の

高橋知歌さんをお招きし、月に照ら

された松島湾がグラントピアノの音

色と高橋さんの歌声で包まれ、観光

客は幻想的な癒しのひとときを楽し

んでいました。

秋の月 in観瀾亭を
開催しました

▲顔を見せた美しい月

▲外国人の方も緊張しながら
日本の伝統文化を体験

▲大橋町長が猛暑の影響で心配された
かきの状況を確認

　松島の冬の特産かきの季節が到来

しました。獲りたての新鮮なかきを

存分に満喫できるかき小屋やかきの

里も営業を開始しました。

　スコップで運ばれた山盛りの殻付

きかきを鉄板で焼きながら熱々を頬

張る豪快さが人気のかき小屋や、元

漁師の店として人気のかきの里は週

末は予約で一杯です。

　今年は猛暑だったため一時は生育

が心配されましたが、高温で成長が

遅れていたものの、日を追う毎に実

入りが良くなり、味は例年通りの美

味しさだそうです。

特産かきの生産がスタート !

　第２２回日本三景松島園遊茶会が

１０月３日に松島海岸駅前グリーン

広場で行われました。

　７流派が抹茶、煎茶、紅茶などの

野点の縁席を設けた他、松島高校茶

道部の生徒も抹茶席を設け、着物姿

で見事なお手前を披露し、日頃の稽

古の成果を存分に発揮していました。

　当日は爽やかな風が吹く秋晴れと

なり、各流派の縁席では、お茶と季

節のお菓子を味わいながら、日本の

伝統文化に触れるひとときを味わう

人々でにぎわいをみせていました。

爽やかな秋晴れの中で
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１１月は
児童虐待防止
推進月間です！

　児童虐待は子どもの人権を侵害し、こころと体の成長や人格形成に重大な影響を与えるだ

けでなく次の世代に引き継がれるおそれもあります。表面化しにくいという特質もあること

から、予防・早期発見・早期対応が何よりも重要です。そのためには地域に住む一人ひとり

が“児童虐待”に関心と理解を持つことが大切です。地域の“気づき”や“見守りの目”で

児童虐待を防ぎましょう。

◆ 児童虐待ってどんなこと？

◆ しつけと虐待の違いは？

　しつけとは、基本的な生活習慣や社会のルール・マナーなど、生きていくために必要なこ

とを子どもが身につけられるよう繰り返し働きかけることです。暴力や暴言で子どもを追い

つめ強制的に保護者に従わせることではありません。虐待を疑わせる保護者の多くは「しつ

けのため」と主張します。たとえ保護者がしつけのつもりでもその行為が子どものこころと

体を傷つけ、健全な成長を妨げるのであればそれは虐待です。　

性的虐待
　子どもへの性的暴行、ポルノグラフィーの被写体にすることなど、子どもにわいせつな

行為をすること、させることです。身体的な接触を伴わないものも含みます。

心理的虐待
　子どものこころを深く傷つける言動をいいます。また、子どもを無視したり拒否的な態

度を示したり、子どもの自尊心を傷つけたり、他の兄弟姉妹と著しく差別的な扱いをした

りする行為をいいます。

保護の怠慢・拒否（育児放棄・ネグレクト）
　保護者の怠慢や拒否により健康状態や安全を損なう行為をいいます。学校に登校させな

い、乳幼児を家に残したまま度々外出する、重大な病気や怪我をしていても医者に診せな

い、極端に不潔な環境の中で生活させるなど、子どもの健康を脅かすほどの養育の怠慢が

あることをいいます。

身体的虐待
　生命の危険や健康を損なう体への暴力のことをいいます。殴る、蹴るなどで外傷を負わ

せる、熱湯や火で火傷させる、冬に戸外に閉め出す、などにより子どもへの心身にダメー

ジを負わせる行為です。
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◆ どんなことが虐待につながるのでしょうか？

　子育てに関する不安や悩みに加えて、以下のような場合に虐待が起きやすいと考えられて

います。もちろんこうした家庭で必ずおきるわけではありませんが何か心配なこと、思い当

たることがあれば早めに専門機関に相談しましょう。

◆ 虐待のサインに気づいてください

子どもについて

□ 良く泣いて育てにくい、障がいが

あるなど何らかの“育てづらさ”

がある

家庭について

□ 経済的に不安定（失業、転職を繰り

返しているなど）

□ 単身家庭、内縁者や同居人がいる、

子連れの再婚など家族関係が複雑

保護者について

□ 望まぬ妊娠、若年の妊娠など妊娠そ

のものが受容できていない

□ マタニティーブルーズ、産後うつな

どで精神的に不安定

□ 慢性疾患、精神疾患、知的障害、ア

ルコール・薬物依存などの疾患があ

る

□ もともとの性格が攻撃的、衝動的

□ 保護者自身虐待を受けて育った

子どもの様子

□ 不自然に子どもが保護者に密着し

ている

□ 子どもが保護者を怖がっている

□ 子どもの緊張が強い

□ 身長・体重が年齢相応でなく著しく

小さい

□ 子どもと保護者の視線がほとんど

合わない

□ 子どもの言動が乱暴

保護者の様子

□ 子どもが受けたケガや状況と保護

者の説明が合わない

□ 保護者が「死にたい」「殺したい」

などと言う

□ 子どもの養育に関して拒否的、無関

心

□ 泣いてもあやさない

□ 絶え間なく子どもを叱る・罵る

□ 家庭内が著しく不衛生

ためらわずに相談してください！ 相談は保護者や児童を救うことでもあります
　間違っていたからといって責められることはありません。相談（通告）した人やその内容が知られ

る心配はありません。苦しんでいる保護者が専門機関と出会い、支援を受けるきっかけにもなるの

です。「虐待かな」と感じたら連絡してください。

松島町子育て支援センター　  � 3 5 4 - 6 8 8 8

宮城県中央児童相談所　　  　 � 2 2 4 - 1 5 3 2
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周囲との関わりについて

□ 転居を繰り返している

□ 親戚や地域との交流がなく孤立し

ている

□ 妊婦健診や乳幼児健診を受けない
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瑞
巌
寺
灯
道
「
秋
」

　

瑞
巌
寺
の
参
道
を
ロ
ウ
ソ
ク
の

灯
り
で
幻
想
的
に
演
出
し
ま
す
。

●
期
間　

十
月
三
十
日（
土
）〜

十
一
月
二
十
八
日（
日
）　

午
後
五
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

※
雨
天
中
止

●
問
合
先　

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８

▲町内で 3軒目の殻付かきが味わえる店「焼がき
　ハウス」がオープン（松島さかな市場敷地内）

松
島
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

円
通
院
庭
園
の
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
ほ
か
、
瑞
巌
寺
洞
窟
群
、

比
翼
塚
・
三
聖
堂
、
天
麟
院
、
観

瀾
亭
の
大
ケ
ヤ
キ
や
紅
葉
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
料
金　

円
通
院
は
拝
観
料
五
百

　

円
、
他
は
無
料

●
期
間　

十
月
三
十
日（
土
）〜

　

十
一
月
二
十
八
日（
日
）

　

午
後
五
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

●
問
合
先　

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８

松
島
の
月　

船
上
ラ
イ
ブ

　

松
島
海
岸
の
中
央
桟
橋
に
停
泊

し
て
い
る
遊
覧
船
を
会
場
に
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
料
金　

無
料

●
期
間　

十
月
三
十
日（
土
）〜

十
一
月
二
十
八
日（
日
）毎
週

土
・
日　

午
後
六
時
〜
午
後
八

時
三
十
分

●
問
合
先　

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８

松
島
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ク
ル
ー
ズ

　

日
中
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
幻
想
的
な
島
々
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

●
料
金　

大
人
千
円

　
　
　
　

（
中
学
生
以
上
）

●
期
間　

十
月
三
十
日（
土
）〜

十
一
月
二
十
八
日（
日
）毎
週

金
・
土
・
日　

午
後
五
時
〜
午
後

五
時
四
十
分

●
問
合
先　

丸
文
松
島
汽
船

　

�
３
６
５－

３
６
１
１

▲最優秀賞を受賞した
　佐藤純仁さんの作品

▲ゆっくりかきが味わえるかきの里

タイトル所　属氏　名順　位

冬の松島“おもてなしの一皿”
味と香りに誘われて

ホテル松島
大観荘

佐藤　純仁最優秀賞

冬を彩る　松島からの贈り物ホテル海風土本間　　武優秀賞

松島“ちょっと贅沢”
体に優しい昼ごはん

ホテル松島
大観荘

渡辺　　純優秀賞

Ｓｔａｇｉｏｎｅ　ｄｉ　Ｍａｔｓ
ｕｓｈｉｍａ　～旬の松島～

松島センチュ
リーホテル

小野　貴之入　賞

いろは姫膳　―冬の華―　田里津庵阿部　雅俊入　賞

湯の恵み、女性に優しい
冬ランチ

松島一の坊本間　正人入　賞

松島の冬を添えて“香・彩・味”
思い出に残る景色

ホテル松島
大観荘

土屋　吉則入　賞

松島“冬”ときめきの宝石箱
ホテルニュー
小松

森田　圭記入　賞

愛姫食彩浪漫
花ごころの湯
新富亭

菅原　栄治入　賞

冬　潤　菜
松島佐勘松庵
れすとらん海音

秋田克志呂入　賞

静寂　～松島湾に映る冬月～ホテル海風土岩本　薫谷入　賞

雪景彩食
松島センチュ
リーホテル

秋元　康弘入　賞

「里」
花ごころの湯
新富亭

武藤　康栄入　賞

松
島
･
三
ツ
星
冬
ラ
ン
チ

　

四
季
彩
食
推
進
協
議
会
（
西
條

直
彦
会
長
）
で
『
松
島
･
四
季
彩

食
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
、

十
月
十
九
日
に
最
終
審
査
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、

松
島
に
拠

点
を
置
く

プ
ロ
の
料

理
人
が
松

島
の
地
場

産
品
を
使
い
「
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な

昼
食
」
を
提
案
す
る
も
の
で
、
予

選
を
通
過
し
た
十
三
人
が
自
慢
の

腕
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
『
三
ツ
星
冬
ラ
ン

チ
』（
税
込
二
千
五
百
円
）
と
し

て
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
店
舗
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
貸
切
な
ど
で
提
供
で
き

な
い
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
店

舗
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

●
問
合
先　

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８



　

十
月
十
三
日
か
ら
二
日
間
に
か

け
て
、
松
島
町
観
光
親
善
大
使
の

水
森
か
お
り
さ
ん
が
、
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
約
二
百
人
の
フ
ァ
ン
を
連
れ

て
松
島
町
を
訪
れ
る
「
水
森
か
お

り
さ
ん
と
行
く
松
島
二
日
間
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
三
日
は
町
内
の
ホ
テ
ル
を
会

場
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
握
手

会
・
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
会
が
行

わ
れ
、
十
四
日
に
は
、
ふ
れ
あ
い

タ
イ
ム
と
し
て
集
合
写
真
、
ピ
ン

シ
ョ
ッ
ト
撮
影
会
、
遊
覧
船
に
一

緒
に
乗
っ
て
島
巡
り
な
ど
盛
り
沢

山
の
内
容
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

水
森
か
お
り
さ
ん
と
一
緒
に
訪

れ
た
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々

は
、
東
京
や
大
阪
、
福
岡
な
ど
全

国
各
地
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
水

森
か
お
り
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
だ

け
で
な
く
、
瑞
巌
寺
拝
観
や
松
島

海
岸
の
散
策
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
島
巡
り
で
は
フ
ァ
ン
の

方
々
に
対
し
て
水
森
さ
ん
が
、
船

か
ら
見
え
る
島
々
の
名
称
や
特
徴

を
案
内
し
、
と
き
に
は
冗
談
を
交

え
な
が
ら
軽
快
な
ト
ー
ク
で
フ
ァ

ン
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

フ
ァ
ン
の
方
は
「
初
め
て
松
島

に
来
ま
し
た
が
、
歴
史
が
残
る
町

並
み
や
、
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
島
々

の
景
色
が
す
ば
ら
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

「
松
島
町
観
光
親
善
大
使
と
し

て
全
国
に
松
島
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
今
回
の
企
画
を
松
島
町
で
行

う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
に
も
松
島
の
す
ば
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
今
、
松
島
町
観
光
親
善

大
使
と
し
て
私
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
松
島
を
好
き

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
。」と
水
森
か
お
り
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

松
島
の
物
産
品
を
Ｐ
Ｒ

　

十
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
四
日
間
、
県
庁
一
階
で
松
島
町

の
物
産
品
の
展
示
即
売
と
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
島
町
で
は
愛
・
ら
ん
ど
松
島

の
み
そ
や
梅
干
し
な
ど
の
加
工
品

や
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
松
島
の
ト
マ

ト
、
お
か
ら
工
房
の
お
か
ら
ド
ー

ナ
ッ
ツ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
の
物
産
品
販
売
は
初
め

て
で
、
来
庁
者
や
県
庁
職
員
が
買

い
物
に
訪
れ
、「
楽
し
み
に
し
て

た
よ
」
と
次
々
に
試
食
し
て
は
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
即
売
会
は
「
食
材
王
国
み

や
ぎ
」
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、

県
内
で
生
産
ま
た
は
県
内
産
の
食

材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
農
産
物
や

加
工
品
を
紹
介
し
、
販
路
拡
大
に

つ
な
げ
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲県庁で松島の物産品と観光を P R

▲遊覧船で松島紀行を披露する
水森かおりさん

▲松島を散策するファンの方々

▲ファンの方々と集合写真を撮る
水森かおりさん

紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉のののののののののの時時時時時時時時時時期期期期期期期期期期にににににににににに合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわせせせせせせせせせせてててててててててて円円円円円円円円円円通通通通通通通通通通院院院院院院院院院院やややややややややや瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞巌巌巌巌巌巌巌巌巌巌寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺洞洞洞洞洞洞洞洞洞洞窟窟窟窟窟窟窟窟窟窟群群群群群群群群群群、、、、、、、、、、観観観観観観観観観観瀾瀾瀾瀾瀾瀾瀾瀾瀾瀾亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭ななななななななななどどどどどどどどどどををををををををををラララララララララライイイイイイイイイイトトトトトトトトトトアアアアアアアアアアッッッッッッッッッッププププププププププししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす。。。。。。。。。。紅葉の時期に合わせて円通院や瑞巌寺洞窟群、観瀾亭などをライトアップします。

円円円円円円円円円円通通通通通通通通通通院院院院院院院院院院はははははははははは拝拝拝拝拝拝拝拝拝拝観観観観観観観観観観料料料料料料料料料料５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００円円円円円円円円円円ととととととととととななななななななななりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすすがががががががががが、、、、、、、、、、町町町町町町町町町町民民民民民民民民民民のののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささんんんんんんんんんんはははははははははは下下下下下下下下下下記記記記記記記記記記のののののののののの優優優優優優優優優優待待待待待待待待待待券券券券券券券券券券ををををををををををごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささいいいいいいいいいい。。。。。。。。。。円通院は拝観料５００円となりますが、町民の皆さんは下記の優待券をご利用ください。

●期　間　１０月３０日（土）～１１月２８日（日）　午後５時３０分～午後９時

●場　所　円通院、瑞巌寺洞窟群、比翼塚・三聖堂、天麟院、観瀾亭　●問合先　（社） 松島観光協会　� ３５４‐２６１８

松島紅葉

ライトアッ
プ

松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使

松
島
町
観
光
親
善
大
使

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
さささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

水
森
か
お
り
さ
ん
と
行
く
松
島
二
日
間

松島紅葉ライトアップ無料招待券
（本券１枚につき２人まで入場できます）

期　間：１０月３０日（土）～１１月２８日（日）

会　場：円通院

松島紅葉ライトアップ無料招待券
（本券１枚につき２人まで入場できます）

期　間：１０月３０日（土）～１１月２８日（日）

会　場：円通院
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「地デジいろは塾」�������
～アナログ放送はもっと早く終わる？～

　デジタルへの完全移行日である２０１１年７月２４日（＝Ｘデー）にアナログ放送が終了します。もうご存じですね。この

日以降はアナログ放送の電波が止まり、テレビの画面が「砂の嵐」になります。

　多くの方は『７月２３日までに地デジ対応のテレビを準備すればいい。それまではアナログテレビでも大丈夫』と考えて

いると思いますが、実際には『停波する直前までアナログテレビで番組を普通に見られる』わけではないようです。前日

まで番組を見ていたテレビが翌日にスイッチをつけた時に「砂の嵐」になったのでは混乱が起こります。そのため、Ｘデー

に向けて段階的な対応が行われていきます。

　最終段階は７月１日に予定されています。この日を境にアナログ放送は「告知」だけになります。例えば、「青い色に字

幕がスーパーされているだけ画面」とか「デジタル放送への対応を説明する番組だけの放送」などが考えられています。

アナログ放送の終了は少し早めの時期になると考えて、地デジへの準備をしてくださるようお願いします。

アナログ放送終了のお知らせ画面表示について
（平成 22年 7月 23 日付総務省から各県経由市町村あて文書「地上デジタル放送への完全移行

に関する住民への周知広報等について」別紙 1抜粋）

　現段階では、アナログ放送は、2011 年 7月 1日から以下のような放送終了のお
知らせを行う内容となります。なお、実際の表示内容、表示形式、時期等は今後
変更される場合があります。

2011 年 7月 1日～　お知らせ画面等の表示

●問合先　デジサポ宮城　� ７４５-１５００

（イメージ①）

・アナログ放送終了前の　
「お知らせ画面」

・デジタル放送への対応方法を
説明する番組を繰り返し放送

・通常の番組の上に
「お知らせ画面」の表示

（イメージ②） （イメージ③）

国民健康保険一部負担金の減免制度
   国民健康保険では、被保険者が、次のいずれかの理由で著しく生活が困難となり、医療機関での一部負担金

の支払いが一時的に困難となった場合に、あらかじめ申請することで一部負担金を減額・免除・徴収猶予す

る制度があります。　対象となる世帯は、国民健康保険の被保険者で、次のいずれかに該当したことにより、

その生活が著しく困窮し、一部負担金の支払いが困難な世帯です。  

  

　１　震災、風水害、火災等により、資産に重大な損害を受けた。

　２　干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作等の理由により収入が減少した。

　３　事業又は業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少した。

  

　以上の事実が発生した月から６カ月を経過していないこと。  

　また、国民健康保険税に滞納がないこと。ただし、滞納があっても誓約書を提出して誠実に履行されて、

完納の見込みがある場合を除きます。 

 

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０５

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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財政健全化法に基づく松島町の「健全化判断比率等」を公表します

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成 20年 4月より一部施行され、町の財政状況を判断するため

に設けられた健全化判断比率等の算定及び公表が義務付けられました。 

　平成 21年度からは、同法が完全施行となり、早期健全化基準及び財政 ( 経営 ) 健全化基準を超過した場合、健全

化計画及び財政再生計画の策定が義務付けられます。    

　この法律では、財政の健全化に関する指標として、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担

比率の 4つの指標を、また、公営企業については資金不足比率の指標を設けております。

　それぞれの指標には基準が設けられ、「健全段階」、「財政の早期健全化」、「財政の再生」の 3段階に区分されます。

信号に例えれば、青信号、黄色信号、赤信号に区分するものです。

1．平成21年度決算に基づく健全化判断比率

財政再生基準
( 赤信号 )

早期健全化基準
( 黄色信号）

松島町の健全化判断比率参考

参考 : 平成 20 年度

20.00％15.00％（   �   ）�実 質 赤 字 比 率

40.00％20.00％（   �   ）�連 結 実 質 赤 字 比 率

35.00％25.00％（14.1%）13.8%実 質 公 債 費 比 率

350.00％（95.7%）84.0%将 来 負 担 比 率

※「－」表示は、実質赤字額がないことを表しています。

2．平成 21 年度決算に基づく資金不足比率

経営健全化基準
資金不足比率

参考 : 平成 20 年度

  20.00％

（   �   ）�観 瀾 亭 等 特 別 会 計

（   �   ）�下 水 道 事 業 特 別 会 計

（   �   ）�水 道 事 業 会 計

※「－」表示は、資金不足額がないことを表しています。

◆指標について

財政の健全化を判断する指標の内容

　資金不足は、地方公共団体の実質赤字に相当するもので、公営企業の資金の不足額が、事業規
模に対してどの程度あるかを示すものです。資金不足がなければ「－」となります。

資 金 不 足 比 率

◆各指標について

一般家庭でのイメージ財政の健全化を判断する指標の内容

　1世帯の 1年間の収入と支出の結果で、赤字か
黒字かを判定します。

　地方公共団体が、赤字か黒字かを判断する指標
です。黒字であれば「－」となります。

実 質 赤 字 比 率

　生計をともにする世帯 (2 世帯住宅等 ) で、1年
間の収入と支出の結果で、赤字か黒字かを判定し
ます。

　地方公共団体が、介護保険事業などの公営事業
会計や水道事業などの公営企業会計を合わせて、
赤字か黒字かを判断する指標です。黒字であれば
「－」となります。

連結実質赤字比率

　生計をともにする世帯 (2 世帯住宅等 ) で、1年
間の支出のうち住宅取得や自動車購入などの借入
金があった場合に、その返済等がどの位の割合で
あったかを判定します。

　地方公共団体の年間の収入に対する借入金の返
済額を表す指標です。

実質公債費比率

　生計をともにする世帯 (2 世帯住宅等 ) で、今後
の住宅取得や自動車購入などの借入金の返済見込
額と、貯金の状況をもとに将来の負担がどの位の
割合なのかを判定します。

　地方公共団体の将来支払うことになる可能性の
ある負担等の現時点での程度を示す指標です。

将 来 負 担 比 率

　以上の指標により、平成 21年度の健全化判断比率、公営企業における資金不足比率は、健全化法の基準に基づけ

ば、平成 20年度に引き続き、松島町は「健全段階」となっております。
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男
性
を
含
め
た 

　

働
き
方
の
見
直
し

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
と
い
う
施

策
だ
け
で
な
く
仕
事
優
先
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
子
育
て
を

す
る
人
が
心
と
身
体
に
余
裕
を

持
っ
て
仕
事
と
家
庭
と
が
両
立
す

る
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
社

会
の
意
識
と
行
動
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

松
島
町
内
の
子
育
て
家
庭
の
半

数
以
上
は
共
稼
ぎ
世
帯
（
未
就
学

児
世
帯
五
十
％
、
学
童
世
帯
六
十

八
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
の

家
庭
内
で
の
育
児
に
関
す
る
役
割

は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
父

親
の
帰
宅
時
間
が�
夜
八
時
以
降
�

と
回
答
し
た
割
合
が
、
未
就
学
児

の
い
る
家
庭
、
学
童
の
い
る
家
庭

の
双
方
で
半
数
を
占
め
て
お
り
、

父
親
が
子
育
て
に
関
わ
る
時
間
が

少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と

同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
女
性
が

仕
事
も
家
事
も
育
児
を
も
担
っ
て

シリーズ次世代育成支援行動計画

い
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

　

父
親
が
、
よ
り
主
体
的
に
子
育

て
に
参
加
で
き
、
母
親
が
、
よ
り

余
裕
を
持
っ
て
仕
事
と
子
育
て
が

両
立
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
国
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

機
関
が
事
業
主
に
対
し
て
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
設
定
や
年
次
有
給
休
暇

の
積
極
的
な
取
得
を
促
す
よ
う
意

識
啓
発
を
図
る
な
ど
の
側
面
か
ら

の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
実
際
に
休
暇
を

取
り
育
児
に
参
加
す
る
、
男
性
の

意
識
も
同
時
に
啓
発
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
職
場
優
先
意
識

や
性
的
役
割
分
担
意
識
の
改
善
を

図
り
、
男
女
が
共
に
協
力
し
て
、

仕
事
に
も
子
育
て
に
も
参
加
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
啓
発
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

育
児
中
の
親
の
再
就
職
支
援

　

日
本
で
は
以
前
か
ら
出
産
･
育

児
を
理
由
に
職
場
を
退
職
す
る
女

性
が
多
く
、
全
国
的
な
統
計
で
も

松島町次世代育成支援行動計画（後期計

画）はホームページでもご覧いただけます。

http://www.town.matsushima.

miyagi.jp

●問合先

　子育て支援センター　�３５４-６８８８

育
も
う
！
す
こ
や
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
松
島
の
子

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

子
ど
も
が
す
こ
や
か
に

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
育
つ
こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
②

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事
とととととととととととととと
家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活
とととととととととととととと
のののののののののののののの
両両両両両両両両両両両両両両
立立立立立立立立立立立立立立
推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進

仕
事
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
推
進

女
性
の
就
業
者
数
は
Ｍ
字
型
の
グ

ラ
フ
形
態
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
る
と
、
松
島

町
に
お
い
て
も
同
様
に
、
出
産
を

理
由
に
離
職
し
た
女
性
は
多
く
、

約
三
十
六
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
仕

事
を
辞
め
た
理
由
で
多
か
っ
た
の

は
「
自
分
で
子
育
て
し
た
か
っ
た

か
ら
（
四
十
％
）」「
職
場
の
理
解

･
体
制
が
不
足
し
て
い
た
か
ら

（
三
十
一
％
）」「
保
育
サ
ー
ビ
ス

が
整
っ
て
い
な
い
か
ら
（
十
四

％
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
育
児
が
一
段
落
す
る

と
再
び
就
労
す
る
女
性
も
多
く
、

松
島
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、

求
職
中
の
保
育
所
受
け
入
れ
（
入

所
か
ら
三
カ
月
間
）
や
パ
ー
ト
勤

務
、
短
時
間
勤
務
、
隔
日
勤
務
等

の
様
々
な
勤
務
形
態
の
方
の
保
育

所
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
と

同
時
に
、
庁
舎
内
で
求
人
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
、
母
親
の
再
就
職

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
家

庭
の
一
人
で
も
多
く
の
方
が
職
に

就
き
、
豊
か
な
就
労
生
活
と
子
育

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
情
報
提
供
や
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
加
え

て
Ｉ
Ｔ
技
術
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
就
職
に
必
要
な
技
能
を
習
得
す

る
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
も
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

■計画の方向性（抜粋）

☆男性を含めた働き方の見直し

・町内企業、雇用主への働きかけ

　　育児休業制度、短時間勤務の他、年次有給休暇の取得促進

　やノー残業デー等について、事業主を対象とした講演会等を

　開催し自己啓発を図る。

・住民全体への働き方の見直しへの啓発活動

　　ワーク・ライフバランスに関する啓発を図る。

☆父親の育児参加推進

・父親参加型の事業の推進

　　休日のイベント、事業等で父子の参加を推進する。

・男性の育児参加意識を高める啓発活動

　　情報発信を推進する。

☆再就職支援

・求人情報の提供

　　ハローワークと連携し、町で地域の求人情報の提供を継続

して実施したり、出張ハローワークを開催する。

町民の声（抜粋）
●父親が参加しやすい時間帯で様々な

　イベントを行ってほしい

●保育所の入所予約ができるように

　してほしい

●育児休業中等の兄弟児の継続入所を認め

てほしい
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ま
た
、
町
よ
り
格
納
庫
の
貸
与

が
あ
り
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
や
水
タ
ン
ク
、

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
等
の
資
機
材
を
格

納
し
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
武
井
晃
さ
ん
は
、「
発

足
間
も
な
い
新
し
い
組
織
で
す
。

ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
防
災
の
こ
と
、
災
害

の
こ
と
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び

な
が
ら
、
災
害
時
、
自
分
た
ち
の

こ
と
は
自
分
た
ち
で
出
来
る
よ
う

組
織
と
し
て
の
成
長
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
多
く
の
自
主
防
災
組

織
結
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
出
来
て
い
な
い
地
域
、
結
成

を
考
え
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

�
３
５
４－

５
７
８
２

▲貸与された貸機材格納庫

高
城
区
割
波
二
地
区
自
主
防
災
組
織

シリーズ

相談例　突然「高額の賞金が当選しました。」という航空便が届いた。

登録料、申請手数料を振り込めば、賞金を獲得する権利があると

書いてある。

１年位前から何度か届き、受け取りを拒否することはできない

か。

ポイント

海外からダイレクトメールを送りつけ、まるで当選したかのような文

章で錯覚させ、申し込みをさせることが目的です。

ポイント

海外宝くじを国内で購入することは刑法に抵触する恐れがあります。

ポイント

住所や名前だけでなく、クレジットカード番号を要求されることもあ

ります。個人情報を教えることは危険です。

対処法

登録料等を振り込ませる詐欺的な案内書です。無視することが一番の

対処法です。

受取拒否…個有の配達物のみを拒むことはできないので、配達された物

に未開封のまま、赤字で「受取拒否」と書き、その横に印鑑を

押しポストに投函する。国際郵便物も同じです。

消費生活相談

　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分

　　　　　　　( 第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４－５７０８

▲自主防災の大切さを学んだ防災勉強会

海外宝くじ
― 懸賞に当選って本当ですか ―

自
主
防
災
組
織
の
活
動
③

活活活活活活活活活活活生生生生生生生生生生生費費費費費費費費費費費

ーーーーーーーーーーー

ナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーー

消消消消消消消消消消消 コココココココココココ

　

高
城
区
割
波
二
地
区
自
主
防
災

組
織
は
平
成
二
十
二
年
一
月
、
五

十
六
世
帯
で
結
成
さ
れ
た
新
し
い

自
主
防
災
組
織
で
す
。
組
織
の
活

動
は
情
報
収
集
連
絡
班
、
避
難
誘

導
安
全
班
、
救
出
救
護
班
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
危
険
予
測

箇
所
の
巡
回
、
日
常
の
異
常
有
無

点
検
に
取
り
組
む
と
と
も
に
災
害

発
生
時
に
は
地
区
住
民
の
安
全
確

認
や
被
害
状
況
の
把
握
に
あ
た
る

な
ど
地
区
防
災
組
織
が
一
体
と

な
っ
て
災
害
に
備
え
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
十
八
日
に
は
初
の
自
主
防

災
組
織
に
お
け
る
災
害
勉
強
会
を

開
催
し
、
災
害
時
、
避
難
所
に
お
け

る
活
動
方
法
や
地
区
に
お
け
る
自

助
共
助
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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十
月
九
日
、
十
日
に
根
廻
地
区
の
特
設
会

場
で
ね
ま
わ
り
の
ひ
ま
わ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
夏
の
猛
暑
で
ひ
ま
わ
り
が
早
く
開

花
し
、
一
足
早
く
摘
み
取
り
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
も
会
場
に
は
多

く
の
み
な
さ
ん
が
訪
れ
、
き
れ
い
に
咲
い
た

ひ
ま
わ
り
を
丁
寧
に
摘
み
取
っ
た
り
、
散
策

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
あ
ぜ
道
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
と
マ
ン
ド
リ
ン
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
生
け
た
「
ひ
ま
わ
り
と
遊
ぶ
生
け
花
展
」

や
里
山
で
採
れ
た
き
の
こ
汁
な
ど
で
来
訪
者

を
も
て
な
し
ま
し
た
。

ね
ま
わ
り
の
ひ
ま
わ
り
を

開
催
し
ま
し
た

　

九
月
十
五
日
か
ら
十
二
日
間
に
わ
た
り
、

仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
『
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
第
三
回
高
級

実
務
者
会
合
』
が
開
催
さ
れ
、
海
外
か
ら
約

千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
九
月
二
十
六
日
に
は
仙
台
地
域

の
多
彩
な
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
仙
台
市
内

の
史
跡
め
ぐ
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
松

島
見
学
の
三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
観
光
。
松

島
町
へ
は
約
三
十
人
が
訪
れ
、
五
大
堂
参
詣
、

海
岸
散
策
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
「
海
と
島
と
寺
の
景
色
が
素
晴

ら
し
い
！
」「
ぜ
ひ
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
賞
讃
。

松
島
の
魅
力
を
満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

▲五大堂を見学するAPEC 高級実務者の方々

▲多くの家族連れなどが摘み取りや散策を
楽しんでいました

　

九
月
十
七
日
に
中
央
公
民
館
で
、
障
が
い

を
持
つ
方
や
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た

「
家
族
を
守
る
災
害
対
策
講
座
」
が
開
か
れ
、

約
三
十
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
松
島
消
防
署
の
救
急
救
命
士
の

松
崎
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
災
害
か
ら
独
力

で
避
難
で
き
な
い
方
々
の
安
全
確
保
の
手
段

で
あ
る
災
害
要
援
護
者
緊
急
情
報
シ
ス
テ
ム

や
、
救
急
車
の
適
切
な
利
用
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

松
崎
さ
ん
は
「
災
害
か
ら
家
族
を
守
る
た

め
に
は
、
あ
い
さ
つ
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加

な
ど
を
通
し
て
隣
近
所
や
地
域
の
方
々
と
積

極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲災害対策について話す松崎さん（右）

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
高
級
実
務
者
が

来　

松

家
族
を
守
る

災
害
対
策
講
座

　

十
月
三
日
に
ひ
だ
ま
り
の
家
で
、
元
手
樽

地
区
の
敬
老
会
が
開
か
れ
、
地
区
内
の
七
十

歳
以
上
の
方
々
、
約
五
十
人
が
参
加
し
、
地

域
の
人
た
ち
の
手
作
り
料
理
や
歌
、
踊
り
、

三
味
線
演
奏
な
ど
で
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
は
地
区
内
の
小
学
生
も
招

待
さ
れ
、
三
年
の
鈴
木
翔
く
ん
と
五
年
の
樋

口
祥
大
く
ん
が
代
表
し
て
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
」「
楽
し
い
こ

と
を
い
っ
ぱ
い
し
て
、
健
康
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
作
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
、
自

慢
の
の
ど
を
披
露
し
合
う
な
ど
し
て
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

元
手
樽
地
区
で
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

▲花笠踊りが披露され和やかな雰囲気に包まれました
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米
寿
お
め
で
と
う

（
十
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
本
村
セ
イ
さ
ん
（
松
島
）

◆
a
橋
み
い
子
さ
ん
（
松
島
）

◆
福
田
克
己
さ
ん
（
高
城
）

◆
阿
部
は
つ
ゑ
さ
ん
（
高
城
）

◆
鳥
海
あ
き
さ
ん
（
松
島
）

◆
a
橋
と
し
子
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
鈴
木
孝
治
さ
ん
（
手
樽
）

◆
大
内
俊
穂
さ
ん
（
幡
谷
）

◆
今
野
登
美
雄
さ
ん
（
初
原
）

◆
大
山
ち
や
さ
ん
（
桜
渡
戸
）

　

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
東
北
電
力
株
式
会
社
塩
釜
営
業
所
よ
り

　

コ
ン
パ
ク
ト
形
蛍
光
ラ
ン
プ四

十
Ｗ　

五
灯

◆
町
民
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
よ
り

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
寄
付
金
二
万
五
百
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
高
橋
カ
ツ
子
さ
ん
よ
り

　

手
作
り
お
手
玉　
　
　
　
　
　
　

五
十
個

　

ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ　
　
　
　
　
　

三
十
個

◆
匿
名
よ
り
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ　
　

一
台

◆
松
緑
神
道
大
和
山　

教
主　

　

田
澤
清
喜
さ
ん
よ
り　
　
　

金
十
五
万
円

◆
仙
台
地
方
母
子
福
祉
会
連
合
会　

代
表

　

引
地
淑
子
さ
ん
よ
り　
　
　
　

金
三
千
円

◆
医
療
生
協
健
康
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会
よ
り　
　
　
　
　

金
二
万
円

　

第
二
十
九
回
消
火
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
が
十

月
八
日
、
七
ヶ
浜
町
第
一
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
火
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
は
九
月
一
日
の

「
防
災
の
日
」
に
ち
な
み
有
事
の
際
に
お
け

る
通
報
及
び
初
期
消
火
技
術
の
習
得
と
併
せ

て
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
一
日
に
松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
中
央
地
区
主

催
に
よ
る
Ｊ
Ｆ
Ａ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
デ
ー
２
０

１
０
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
サ
ッ
カ
ー
好
き

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
約
六
百
人
が
訪
れ
、
快

晴
の
秋
空
の
下
、
き
れ
い
に
映
え
る
人
工
芝

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
マ
ラ
ソ
ン
サ
ッ
カ
ー
や

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
皇
杯
で
活
躍
し
た
ソ
ニ
ー
仙
台

Ｆ
Ｃ
の
選
手
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
も
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ド
リ
ブ
ル
で
の
鬼

ご
っ
こ
や
選
手
も
参
加
し
て
の
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
た
。

J
F
A
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

デ
ー
を
開
催

▲広い人工芝のグラウンドでスポーツの秋を満喫

　

十
月
十
三
日
に
仙
台
市
広
瀬
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
全
国
地

域
安
全
運
動
宮
城
県
大
会
の
席
上
で
、
松
島

町
磯
崎
地
区
防
犯
指
導
隊
隊
長
の
岡
田
光
弘

さ
ん
が
防
犯
功
労
者
と
し
て
、
松
島
町
北
部

地
区
防
犯
指
導
隊
（
阿
部
幸
夫
代
表
）
が
優

良
防
犯
団
体
と
し
て
（
社
）
宮
城
県
防
犯
協

会
連
合
会
長
と
宮
城
県
警
察
本
部
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
犯
功
労
者
の
岡
田
さ
ん
は
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
犯
広
報
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
た
ほ
か
、
隊
員
の
指
導
育
成
に
尽
力
し
た

功
労
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
防
犯
団
体
の
松
島
町
北
部
地

区
防
犯
指
導
隊
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子

ど
も
見
守
り
活
動
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
尽
力
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

消
火
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

�
� 
成　

績　

結　

果 
�
�

●
消
火
器
の
部　

婦
防
の
部

第
一
位　

桜
渡
戸
地
区　

第
三
位　

幡
谷
地
区

　

自
主
防
災
組
織
の
部

第
一
位　

松
島
区
松
島
二
地
区

●
水
バ
ケ
ツ
の
部　

婦
防
の
部

第
二
位　

松
島
地
区

第
三
位　

上
竹
谷
地
区

防
犯
功
労
者
・

優
良
防
犯
団
体
表
彰

▲左から桜渡戸地区、幡谷地区
婦人防火クラブの皆さん

▲松島地区婦人防火クラブの
皆さん

▲上竹谷地区婦人防火クラブ
の皆さん
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生
涯
学
習

学
ぼ
う

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

生
涯
学
習

LLEETT''SS

　
 

矢 　

 

筒 

や 

づ
つ

　

当
館
に
は
ち
ょ
っ
と
面
白

い
形
の
展
示
品
が
あ
り
ま
す
。

下
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
が
何
か
お
分
か
り
に
な

り
ま
す
か
。　

　

こ
れ
は
「
矢
筒
」
と
い
い
、

狩
り
や
戦
い
の
場
で
、
矢
が

濡
れ
た
り
汚
れ
た
り
壊
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
矢
を
納
め

て
運
ぶ
た
め
の
道
具
で
す
。

「 
空  
穂 
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

う
つ 

ぼ

　

弓
矢
は
古
く
か
ら
狩
猟
用
、

武
器
、
そ
し
て
神
事
に
も
使

用
さ
れ
る
と
て
も
重
要
な
も

の
で
し
た
。
矢
入
れ
も
弓
矢

の
様
々
な
用
途
に
合
わ
せ
装

飾
性
も
豊
か
に
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

展
示
の
「
矢
筒
」
は
高
さ

約
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

口
径
約
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
が
あ
り
、
植
物
※

を
く
り
抜
い
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
体
に
漆
塗
り
で
、

胴
の
上
部
か
ら
ち
ょ
っ
と
膨

ら
み
の
あ
る
部
分
ま
で
夕
顔

の
花
と
葉
、 

蔓 
が
金
蒔
絵
で

つ
る

優
美
に
文
様
と
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
形

と
い
い
、
塗
物
・
文
様
の
美
し

さ
か
ら
み
て
上
級
の
趣
味
を

持
つ
人
物
が
使
用
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。　
　

　

見
て
い
る
だ
け
で
も
面
白

い
逸
品
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

松
島
博
物
館
探
訪

第十七巻

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

ま
つ
し
ま
の
星
を
見
て
み
よ
う

　

夜
空
に
輝
く
き
れ
い
な
月
や
星

座
を
、
実
際
に
天
体
望
遠
鏡
で
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秋
か
ら
冬

の
星
座
巡
り
。
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星

雲
。
ガ
リ
レ
オ
衛
星
。
小
惑
星
探

査
機 
は
や
ぶ
さ
の
説
明
も
あ
り

ま
す
。

●
日
時　

十
一
月
十
三
日 （
土
）

　

午
後
六
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

●
場
所　

松
島
東
部
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー

●
参
加
費　

無
料

●
締
切
り　

十
一
月
五
日 （
金
）

●
講
師　

お
お
さ
き
星
の
会

●
申
込
み
・
問
合
先　

中
央
公
民

　

館　

�
3
5
3－

3
0
3
0

　

九
月
五
日
に
塩
竈
市
温
水
プ
ー

ル
で
、
第
二
十
六
回
宮
城
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
交
流
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

五
〜
六
年
生
男
子
百
�
個
人
メ
ド
レ
ー

第
二
位　

浅
野
敦
智（
一
小
）　

第
三
位　

赤
間
勇
哉
（
一
小
）

五
〜
六
年
生
男
子
百
�
自
由
形　

第
三
位　

宍
戸
文
哉
（
一
小
）

四
年
生
以
下
男
女
五
十
�
平
泳
ぎ

第
一
位　

千
坂
ふ
み
（
二
小
）

四
年
生
以
下
男
女
五
十
�
バ
タ
フ
ラ
イ

　

第
一
位　

渥
美
侑
人
（
二
小
）

四
年
生
以
下
女
子
五
十
�
背
泳
ぎ

　

第
三
位　

櫻
井
汐
音
（
二
小
）

四
年
生
以
下
男
子
五
十
�
背
泳
ぎ

　

第
一
位　

山
形
一
太
（
二
小
）

　

第
二
位　

渥
美
侑
人
（
二
小
）

　

第
三
位　

平
野
将
麻
（
二
小
）

三
年
生
男
子
二
十
五
�
板
キ
ッ
ク

　

第
三
位  
美
濃
谷
雄
大（
五
小
）

一
〜
二
年
生
女
子
二
十
五
�
板
キ
ッ
ク

　

第
二
位　

相
原
茉
莉
花（
一
小
）

中
学
生
男
女
百
�
バ
タ
フ
ラ
イ　

　

第
一
位　

阿
部
慎
之
介
（
松
島
中
）

中
学
生
男
女
百
�
背
泳
ぎ　

　

第
一
位　

松
谷
健
太
（
松
島
中
）

　

第
二
位　

渋
谷
一
貴
（
松
島
中
）

中
学
生
男
女
百
�
平
泳
ぎ　

　

第
一
位　

阿
部
慎
之
介
（
松
島
中
）

（
学
芸
員　

丹　

美
保
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
二
十
六
回　

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
交
流
大
会

▲天体望遠鏡で夜空を見る参加者

※
細
工
に
使
用
さ
れ
た
植
物
は
お
そ

ら
く
「
ゆ
う
が
お
」
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

宮
城
県
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

九
月
二
十
九
日
に
石
巻
市
追
波

川
運
動
公
園
で
第
十
五
回
宮
城
県

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
大
山

堯
さ
ん
（
磯
崎
）
が
見
事
五
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

▲大山堯さん（左）

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
六
十
二
回　

松
島
町
成
人
式
典

●
日
時　

平
成
二
十
三
年
一
月
九

日 （
日
）
午
前
十
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

平
成
二
年
四
月
二
日
〜

平
成
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

●
そ
の
他　

勤
労
、
就
学
等
に
よ

り
町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方

で
式
典
参
加
を
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
中
央
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
先　

中
央
公
民

　

館　

�
3
5
3－

3
0
3
0
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本の宝物�

　あの源氏物語を、登場人物の
六条御息所が語り部で綴る。六
条御息所は光源氏を取り巻く女
性のなかでも、とりわけ身分が
高く、そのため嫉妬深い。やが
ては生霊となって光源氏の愛し
た女性に憑依し、死なせてしまう。
　数多の作家が挑戦した訳本を、
著者独自の大胆で親しみやすい
ものに小説化。

《 今月の新刊 》

「お父やんとオジさん」 

伊集院　静　著

「ブラックチェンバー」

　大沢　在昌　著

「冬の向日葵」 カッパ　著

「RAILWAYS」  小林　弘利　著

「エデン」  近藤　史恵　著

●話題の本●

「六条御息所　源氏がたり」
林　真理子　著

《 児童書の新刊 》

「うさこちゃんおばけになる」
ブルーナ絵

「フレディ⑤」 
ディートロフ ･ライヒェ 作

《 図 書 室 》
＊本の返却期限は守りましょう！＊
●平　　　日　10:00 ～ 18:00
●土日・祝日　10:00 ～ 16:00
●休館日　月曜日、月曜日が祝
日の場合は翌日
●問合先　勤労青少年ホーム　
　�３５４-４０３６

◆
小
学
生　

二
年
女
子

　

優
勝　

鈴
木
美
海

◆
中
学
生
女
子
（
階
級
別
）

　

優
勝　

千
葉
椎
奈

　

準
優
勝　
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嶺
岸
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場

　《秋のブックラリー》

　11 月 28 日まで開催中！本を
いっぱい読んでぷちプレゼント
をゲットしてね♪

▲上段左から　高橋なるみさん、千葉椎奈
さん、千葉衣緒里さん、嶺岸金太郎さん

　下段左から　吉田海人さん、鈴木美海さ
ん、石垣海さん、小野春菜さん
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第
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中
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千
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衣
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◆
新
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放
送
特
別
賞　

吉
田
海
人

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ
プール清掃によるお休みのお知らせ 
（１１月１日～４日プールのみお休み )

　本年上半期、「美遊」をご利用いただきましてありがとうございます。

　今年も大変多くの皆様にご利用いただいていますが、これからの下半期を更

に快適にご利用いただくためにプール部分のみ清掃を行います。そのため、１１

月１日～４日まで、プール施設のみお休みします。その他の施設は従来どおり

ご利用できます。１１月４日（木）開催のアクアビクスは５日（金）に変更します。

 1 1 月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。

（トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要です）（高校生以上）

   ７日（日）午前１０時３０分～　　  １１日（木）午後    ６時３０分～

２１日（日）午前１０時３０分～   　 　２３日（火・祝）午後   ７時３０分～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申請の

際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦3cm×横２．５cm）２枚をご持参ください。　

　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴

と運動のできる服装をご持参ください。　

１１月の休館日のお知らせ

B&G宮城ニュースポーツフェスティバル参加者募集
　ニュースポーツを通した、他町の小学生との楽しいスポーツイベントを開催

します。

　スポーツで新しいともだちづくりをしませんか。

●日　時   １１月２７日（土）　午前 9時 30 分～午後 12 時 30 分　

●会　場   大郷町フラップ２１  （松島町 B&G海洋センター発着）

●内　容   ユニカール、スカットボール、キャッチングザスティック、ネットパスラリー、

サークルジャンプ等のニュースポーツを楽しいゲーム形式で行います。

●集　合   午前8時30分に松島町B&G海洋センターに集合してください。会場

まで送迎します。

●参加費   １人８００円（昼食代、参加記念品代、保険代含む）（当日徴収いたします）

●対象・定員   小学４～６年生　１０人　　　　　●締　切   １１月１６日 （火）

●申込み・問合先　スポーツ振興センター　� 354-4485

11 月の休館日　１日（月）、８日（月）、１５日（月）、２２日（月）、２９日（月）
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参
加
者
も
含
め
七
百
八
人
参
加
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介護就職デイ（介護就職面接会）

まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は
無料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

中央公民館
１１月９日 （火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６人権擁護について

町　民勤労青少年ホーム
１１月２日 （火）
１２月８日 （水）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
�３５４-５７０８消費生活相談について消費生活相談

塩釜市けやき教室
�３６４-５１４１

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談

塩釜市・多賀城市・松
島町・利府町・七ヶ浜町
の小中学生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日
午前９時～午後３時　

不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
�３５５-０７０３健康に関する相談

町　民
保健福祉センター

どんぐり
平　日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
�３５４-６８８８

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
�３５４-６５２５

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康づくり（保健師）
�３５５-０７０３

こころに関しての電話
相談

町　民塩釜保健所

１２月１６日 （木）
午後１時３０分～午後４時

こころの相談（予約制）

塩釜保健所
障害者支援班　
�３６５-３１５３
疾病対策班　
�３６３-５５０４

アルコールや薬物依存
についての電話相談

１１月２６日 （金）
午後２時３０分～午後５時

アルコール・薬物相談
（予約制）

ひきこもりや思春期に
ついての電話相談

１１月１０日 （水）
午後１時３０分～午後４時３０分

ひきこもり・思春期ここ
ろの相談（予約制）

性感染症についての相談
電話にて匿名で受け付け、
無料で実施します

平　日
午前８時３０分～

午後５時１５分
性感染症相談

募　 　 集

高等工科学校生徒

●資格　中卒（見込含）17 歳未満の者

●受付　11月 1日（月）～平成 23年 1月

　7日（金）

●試験日　1次：平成 23年 1月 22 日（土）

　2次：平成 23年 2月 5日（土）～平成 23

年2月8日（火）までの間の指定する1日

●合格発表　1次：平成23年2月1日（火）

　最終：平成 23年 2月 25 日（金）

●入隊　平成 23年 4月上旬

貸費学生

●資格　大学の理工学部、工学部の 3・4

年次又は大学院（専門職大学院を除く）

修士課程在学（正規の修業年限を終わる

年の 4月 1日現在で 26 歳未満（大学院

修士課程在学者は 28 歳未満））

●受付　12月1日（水）～平成23年1月14

日（金）

●試験日　平成 23年 1月 29 日（土）

●合格発表　平成 23年 4月下旬

●入隊　卒業（修了）後

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

　石巻地域事務所　� 0225-83-6789

●募集住宅　1戸

高城町営住宅 112 号（1階）

所在地：松島町高城字水溜下 13

規格：3DK（耐火中層構造 3階建）

家賃：15,500 円～ 23,100 円

●入居申込資格

①現に住宅に困窮していること　②同居

又は同居しようとする親族があること　

③月の収入が基準以内であること（一般申

込者：15 万 8千円以下　高齢者（60 歳以

上）世帯、障がい者又は小学校就学前の子

がいる世帯：21万 4千円以下）　④入居者

及びその同居者が暴力団員でないこと　

⑤町民税、上下水道料金を滞納していな

い方　⑥松島町に在住している方、及び

松島町に在住したことのある方

以上①～⑥を全て満たす方

●申込方法

　建設課施設管理班に来庁し申込書を受

け取りご記入の上、必要書類と併せて

申し込み。

●募集期間　

　11月 1日（月）～ 11月 12 日（金）

●備考　申込みが複数の場合は抽選とさ

せていただきます。

●問合先　建設課施設管理班

　� 354-5715

町営住宅入居者募集

自衛官募集

　11月 4日（木）～ 17 日（水）までを

福祉人材確保重点実施期間とし、福

祉分野（介護、医療、保育分野）に

おける人材確保を図るために、全国

のハローワークで介護関係就職面接

会を実施することとなりました。

　この機会にぜひご参加ください。

●日時　11月 16 日（火）

　午後 1時 30 分～午後 4時

●場所　（社）宮城県トラック協会　

塩釜輸送サービスセンター（塩釜

市新浜町 3-6-5）

●参加企業　就業場所が塩釜公共職業

　安定所管内の企業となる予定です。

●その他　当日は履歴書（できれば

職務経歴書も）をご持参とともに、

ハローワークカードや受給資格証

をお持ちの方はあわせてご持参く

ださい。事前の申込みは必要あり

ません。直接会場にお越しくださ

い。面接会への参加は、雇用保険

の求職活動の実績になります。

●主催　塩釜公共職業安定所

●協力　塩釜市・多賀城市・松島町・

七ヶ浜町・利府町・大郷町

●問合先　塩釜公共職業安定所

　職業相談部門　� 362-3361



くくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららししししししししししししししくらし
の情報

広報まつしま 2010　11 月号17

●日時　毎月第 2・第 4木曜日

　（土日祝祭日は除く）　11月 11 日

　（木）、25 日（木）　午前 10 時～正午

●場所　塩釜保健所

●問合先　塩釜保健所　� 363-5505

お 知 ら せ

　町税等は、便利で忘れない、しか

も安心な口座振替を利用しましょう。

●納期　11月 30 日（火）

●国民健康保険税　8期

●後期高齢者医療保険料　5期

●下水道受益者負担金　3期

●問合先　課税については税務班

　� 354-5703

　納付については特別滞納整理室

　� 354-5913

　後期高齢者医療保険料については

　町民サービス班　� 354-5705

　下水道受益者負担金については

　下水道班　� 354-5710

� 357-5603七ヶ浜町菖蒲田浜字林合 55-1汐見台歯科医院11月３日（祝）

� 353-2717松島町松島字普賢堂 2-11松島医療生協松島海岸診療所11月７日（日）

� 356-5420利府町加瀬字十三塚 107-1鈴木歯科医院11月14日（日）

� 366-7425塩釜市宮町 3-19大平デンタルクリニック11月21日（日）

� 366-1615多賀城市笠神 4-3-45大澤歯科医院11月23日（祝）

� 368-2201多賀城市浮島 1-12-10浮島歯科クリニック11月28日（日）

� 356-7555利府町青葉台 3-1-85刀根歯科医院12月５日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

犬・猫引き取り日

１１月の納期限

　塩釜地区消防事務組合消防本部で

は、秋の火災予防運動の一環として、

塩釜地区防災安全協会との共催で防

火・防災意識の高揚を図るため、下

記により防災講演会を開催します。

●日時　11月 12 日（金）　

　午後 1時 30 分～午後 3時

●場所　七ヶ浜国際村大ホール

●講演内容　

　講師　東北学院大学教養学部・地

域構想学科教授　宮城豊彦氏

　演題　「宮城県の地震と地盤災害

を知る・備える」

●参加費　無料

●申込み・問合先　塩釜地区消防事

務組合消防本部　予防課指導係

　� 361-1616

防災講演会を開催します
談に応じます。

●開設時間　11月15日（月）～19日

（金）　午前 8時 30 分～午後 7時

　11 月 20 日（土）・21 日（日）　

　午前 10時～午後 5時

●その他　相談は無料で予約不要

●相談電話　� 0570-070-810

●事前の問合せ　仙台法務局人権擁

護部　� 292-3614

塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区２市３町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

小児科（15歳まで）18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月 70歳

になる方（11月 2日～ 12 月 1日生

まれ）へ、高齢受給負担割合が記載

された国民健康保険者証を郵送しま

す。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　11月 19 日（金）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　� 354-5705

　仙台法務局及び宮城県人権擁護委

員連合会では、11月15日から21日

までの 7日間、全国一斉「女性の人

権ホットライン」強化週間を開催し

ます。

　夫やパートナーからの暴力、職場

でのセクシュアル・ハラスメント、

ストーカー行為、家族間での問題な

ど、様々な人権問題について電話相

「女性の人権ホットライン」強化週間

●日時　11月 20 日（土）

　午前 9時～午後 1時

●会場　松島一の坊

●講師　松島一の坊　若手シェフの

皆さん

●参加対象　小学生とその家族

●定員　大人と児童合わせて 30人

　（先着順）

●メニュー　牡蠣とカボチャのチャウ

ダー、地玉子の焼きプリンなど

　※食材により変更になることがあ

ります。

●参加費　大人1,000 円、児童500 円

●申込方法　中央公民館窓口の申込

用紙にご記入のうえ提出してください。

●申込期限　11月 10 日（水）

●申込み・問合先　中央公民館

　� 353-3030

松島の食材でつくる料理教室
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◆募集人員

●第一幼稚園

●第二幼稚園

●第五幼稚園

※４歳児はＨ １８．４．２～Ｈ １９．４．１に生まれた幼児

※５歳児はＨ １７．４．２～Ｈ １８．４．１に生まれた幼児

●問合先（教育委員会又は幼稚園へ）

　教育委員会学校教育班　�３５４-５７１３
　第一幼稚園　�３５４-４００５
　第二幼稚園　�３５４-２４０１
　第五幼稚園　�３５２-２４７３

平成23年度　松島町立幼稚園　園児募集

備　　　　考募集人員区　分

現在の 4歳児入園者を含む90人
4歳児

5歳児

備　　　　考募集人員区　分

現在の 4歳児入園者を含む60人
4歳児

5歳児

備　　　　考募集人員区　分

現在の 4歳児入園者を含む30人
4歳児

5歳児

◆入園資格

　松島町に住所を有する幼児及び平成23年4月1日まで

に松島町へ転入する予定の幼児（幼稚園の通園区域は

松島町立小学校と原則同じ通学区域）

◆入園願書の配布

　各幼稚園で配布（役場教育委員会にもあります）

◆入園願書の提出

　必要事項を記入した「入園願書」を入園を希望する幼

稚園に提出

◎入園願書受付の期間・時間
　11月 10 日（水）～ 11 月 25 日（木）

　午前 8時 30 分～午後 5時（土曜・日曜を除く）

◎面接希望の方
　お子さんの事で面接希望の方は入園願書を提出する際、

幼稚園職員と面接期日についてご相談ください（幼稚

園側から面接をお願いする場合もあります）

◆入園の通知
　入園願書を審査の上、12月 22 日（水）までに幼稚園長

から保護者宛に文書で通知します。

　身近な場所で就職情報の提供が受けられる

よう「1日ハローワーク」を開催します。お

気軽にお申し込みください。

●日時　11月 30 日（火）　

　午前 10時～午後 4時

●場所　中央公民館大集会室

●内容　職業紹介・職業相談・職業適職診断、

職業訓練等相談

●対象者

　就職を希望する町民で、現在、ハローワー

クを利用していない方、利用の仕方を知り

たい方、就職活動を始めたい方。

●定員　50 人（1人 20 分程度）。完全予約制

●予約方法　

　11月11日（木）～12日（金）の午前9時～午

後 5時までに電話で申込みください。（先

着順。定員になり次第締め切ります）

●主催　

　松島町、ハローワーク塩釜、独立行政法人

雇用・能力開発機構宮城センター

●申込み・問合先　

　産業観光課商工観光班　� 354-5708

1 日ハローワークin 松島 ●　児童扶養手当の申請はお済みですか ?　●
　本年８月から父子家庭のみなさまにも手当が支給されます。

　特例として１１月３０日までに手続きをすれば、８月分から手当が支給され

ます。それ以降は、父子家庭になってから５年未満の方しか申請できませ

ん。また、手当は申請した翌月分からの支給となります。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

●　松島中学校新人戦結果　●

団体

ソフトボール　優勝

（６年連続）

バドミントン女子　優勝

（２年連続）

ソフトテニス男子　第３位　

ソフトテニス女子　第３位　

卓球男子　　　　　第３位

サッカー　優勝（３年連続）

個人

剣道１年男子　優勝　松崎崚

　第２位　丹野恭輔　第３位

　吉田海人、千葉翔太朗

剣道１年女子

　第２位　高橋志帆

柔道男子６６�級以下

　第２位　小松海以里（２年）

バドミントン男子ダブルス　

　第３位　大谷恵弥・

　　　　　熊谷忠紀（２年）

バドミントン女子シングルス

　第３位　大寺文乃（２年）　

バドミントン女子ダブルス

第２位　伊藤愛・千葉彩佳

（２年）　第３位　a 橋唯・

本郷志穂（２年）

（敬称略）

　９月 25日と 26日に宮城郡中学校新人戦が開催されました。

結果は下記のとおりです。
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　町では、健康で快適な生活が送れるよう昭和 59年度から下水道を整備し、供用開始区域を拡大しております。

　下水道整備完了後、下水道をご利用いただくためには、それぞれのご家庭で宅内の排水設備工事をおこなっていた

だく必要があります。生活環境の改善をはじめ、高城川や松島湾の水質保全のため、まだ下水道接続がお済みでない

方は工事をお願いします。

　また、町では下水道接続のための改造資金を無利子で借りられる「融資あっせん制度」もありますので、お気軽に

ご相談ください。

　－融資あっせん制度－
あっせんの対象は

　○公共下水道処理区域内の住宅の所有者または、占有者の方　　○町税、水道料金、下水道事業受益者負担金を滞

納していない方　○改造資金の償還能力がある方（金融機関の融資審査があります）　○町内に住宅を有する連帯保

証人がある方

取扱金融機関は　　　○七十七銀行松島支店　　○石巻商工信用組合松島支店　　○仙台農業協同組合松島支店
あっせん限度額は　　○ 1戸当たり 100 万円以内
利子は　　　　　　　○無利子（利子は松島町が負担します）
返済は　　　　　　　○ 5年（60 ヶ月以内）毎月元金均等払いです

●問合先　水道事業所下水道班　　� 354-5710

公共下水道の接続はお済みですか？

　国税庁では、「IT 化・国際化と税」をテーマに特集ページを開設しています。

　（国税庁ホームページ） http://www.nta.go.jp　又は「国税庁」で検索してください。

平成 22年分の年末調整関係事務の説明会を下記の日程等により開催します

※開場の収容人数の都合上、対象地域を指定していますが、日程等のご都合が合わない場合は、他の開催日への

　出席が可能です。（個人の青色申告者については、例年どおり青色決算説明会で実施します。

※会場の駐車場、利用台数に限りがありますので、公共の交通機関をご利用ください。

※年末調整関係書類に不足がある場合は、説明会及び塩釜税務署で配布します。

●問合先　塩釜税務署　� 362-2151

11月11日から17日までは「税を考える週間」です

問　合　先場　　所日　時　等期間中の主な行事

塩釜税務署

� 362-2151

グランドパレス塩釜11月 16 日（火）納税表彰式

受賞対象校11 月中高校生の「税の作文」表彰式

塩釜市立月見ヶ丘小学校11月 11 日（木）小学生の「税に関する標語」表彰式

東北税理士会塩釜支部

�３６５-１８３１
イオン塩釜内

11月 20 日（土）

午前 10時～午後 3時
無料税金相談

対　象　地　域
時　　間

会　　場開　催　日
説　　明開　　場

多賀城市・松島町・

利府町の全徴収義務者
午後 2時～午後 4時午後 1時 30 分

多賀城市文化センター

小ホール
11月 16 日（火）

塩竈市・七ヶ浜町の

全徴収義務者
午前 10時～正午午前 9時 30 分同上11 月 17 日（水）

～相続又は贈与等に係る生命（損害）保険契約等に基づく年金の税務上の取扱いの変更について～

　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害保険契約等に係る年金の所得税の取り扱いを改めること

としました。　この取扱いの変更により、所得税の還付を受けることができる場合があります。詳しくは、国

税庁ホームページ (www.nta.go.jp) をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問合せください。
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くくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららししししししししししししししくらしののののののののののののののの 情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報情報

　《119 番の日》は、皆様と消防の結びつきを象徴するダイヤルナンバーにちなんだもので、災害時の正しい 119 番

通報が迅速・的確な消防活動につながります。

通報要領

（注）救急車を依頼される時に、サイレンを鳴らさないで来てくださいと、多くの人から言われますが、救急車はサイ

レンを吹鳴しないと、救急車として救急現場へ出場できません。

　いざという時に備え、電話機のそばに必要事項を書いたメモを貼っておくなど、普段から落ち着いて正確な通報が

できるように心がけてください。

　なお、当消防本部では耳や言葉が不自由な方にとって緊急時の強い味方となる「119 番 FAX通報システム」を導入

しておりますのでご活用ください。

　通報要領は、ＦＡＸで「119 番」し必要事項を記入した用紙を挿入してください。

●問合先　消防本部指令課　� 361-0119　（火災等問合せ　� 362-2151）

1 1 月 9 日は《1 1 9番の日》です　1 1 9 番の通報は落ち着いて正確に　！

救急の場合

救助の場合

ケガ人か急病人か１何が燃えているか

火事の場合

場所（住所）は２場所（住所）は

傷病者の容態、人数

（性別、年齢、意識の状態等）
３近くの目標となる建物は

あとは、係員に聞かれた事を落ち着いてお話ください

　労働者（アルバイトを含む）を1人でも雇っている事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する義務があります。

労働保険は、労働者が安心して働ける職場作りと、安定した事業経営に欠かせない国が直接管掌する保険制度です。

　まだ、労働保険の加入手続きをとられていない事業主の方は、今すぐ最寄の労働基準監督署又は公共職業安定所にご

相談ください。

●問合先　塩釜公共職業安定所　� 362-3361

事業主のみなさま、労働保険の加入手続きはお済みですか　～１１月は労働保険適用促進強化期間です～

　松島町の磯崎共同かき生産工場で生産された「かき」や

新鮮な魚介類を格安で販売します。また、焼かき等の無料

試食コーナーもあります。

●日　時　11月 23 日（火・祝）　午前 9時～午後 2時

●場　所　磯島（磯崎共同かき生産工場前広場）

●その他　

　駐車場に限りがございますので、ご来場の際は公共の交

通機関をご利用ください

●問合先

　宮城県漁業協同組合松島支所　� 354-2511

第5回松島大漁かきまつり in 磯島

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得とし

て所得税の課税対象とされています。（障害年金・遺

族年金は課税されません。）

　課税対象となる受給者の方には、毎年 11月上旬

までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送付さ

れますので、12月1日の提出期限までに必ず提出し

てください。

　この申告により、翌年中に受けられる年金にかか

る所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を

忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収

税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。

　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要

です。

●問合先　ねんきんダイヤル　� 0570-05-1165

年金受給者のみなさまへ
『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう　！

平成 23年分「扶養親族等申告書」が

送付される方

年金額が

108 万円以上
65 歳未満

年　齢
年金額が

158 万円以上
65 歳以上
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　　被害相談窓口

　　　性犯罪相談電話　　　　　　　� 221-7198　　　　暴力団相談電話　　� 222-8930
　　　いじめ 110 番　　　　　　　　　� 221-7867　　　　暴走族 110 番　　　　� 266-0110
　　　少年相談電話　　　　　　　　� 222-4970　　　　警察相談専用電話　� 266-9110
　　　環境犯罪・悪質商法相談電話　� 261-1110　　　　（プッシュ回線　#9110　　FAX　227-4110）
　　　銃器・覚せい剤 110 番　　　　　� 266-1074　　　　警察署・警察安全相談窓口　各警察署電話番号

　　警察以外の被害相談窓口

　　　仙台地方検察庁犯罪被害者支援ホットライン　� 222-6159
　　　宮城県犯罪被害者支援センター　　　　　　　� 211-3783
　　　（社）みやぎ被害者支援センター　　　　　　　� 301-7830
　　　（財）宮城県暴力団追放推進センター　　　　　� 0120-818930

オウム真理教による犯罪行為により被害を受けた方・ご遺族に給付金が支給されます
1．給付金の支給対象者

　下記の事件で亡くなられた方のご遺族、障害が残った方及び傷病を負った方（障害が残った方が亡くなられている

場合は、そのご遺族）

　①　地下鉄サリン事件　　②　松本サリン事件　　③　坂本弁護士一家殺害事件　

　④　滝本弁護士殺害未遂事件　　⑤　水野昇 VX殺人未遂事件　　⑥　濱口忠仁 VX殺人事件　

　⑦　永岡弘行 VX殺人未遂事件　　⑧　公証役場事務長逮捕監禁致死事件

2．給付額

　①　死亡　2,000 万円　　

　②　障害

　　ア．介護を要する障害（1・2級）　3,000 万円　　

　　イ．重度の障害（1～ 3級で、ア以外）　2,000 万円

　　ウ．その他の障害（4～ 14 級）　500 万円

　③　傷病

　　ア．重傷病（通院加療 1月以上の傷病）　100 万円

　　イ．重傷病以外の傷病（通院加療 1日以上 1月未満の傷病）　10 万円

3．申請期限　　平成 22年 12 月 17 日（金）まで　
　※ただし、やむを得ない理由により期間内に申請することができない場合は、

　その理由の止んだ日から 6カ月以内に申請することができます。

●問合先　宮城県警察犯罪被害者支援室　� 221-7171（内線 757-260）

１１月は犯罪被害者支援月間です

申請期限が迫っています！
お心当たりのある方は、宮城県警察犯罪被害者支援室

� 221-7171　内線 757-260
受付時間　平日　午前 9時～午後 5時 45分

までお気軽にお問合せください。

　11月9日から11月15日まで全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。これからは空気が乾燥し火災が発生し

やすい時季となります。火の取扱いには十分ご注意ください。

　住宅防火　いのちを守る　7つのポイント

　－ 3つの習慣・4つの対策－
〈3つの習慣〉
　○寝たばこは、絶対にやめる。　　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

〈4つの対策〉
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。　　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する。　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。　○お年寄りや身体の不自由

な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

　平成 22年度塩釜地区月別防火標語（11月・12 月）  「もう一度　目で見て確認　火の始末」

●問合先　松島消防署　� 354-4226

平成22年秋季全国火災予防運動　～松島町から火災をなくそう～
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●日時　11月26日（金）午前10時～

●場所　松島町保健福祉センター　

どんぐり

●対象　災害ボランティアセンター

運営支援に協力できる方

●内容　

　午前の部
　午前10時～正午：災害ボランティ

アセンター運営スタッフ養成基礎

研修

　正午～午後 1時：炊き出し訓練

　※1日を通して研修と訓練に参加

される方には、非常食炊き出し訓

練で作ったものを提供いたします。

　午後の部
　午後 1時～午後 3時 30 分：災害

ボランティアセンター設置運営訓

練

●募集人数

　午前の部　定員 50人

　午後の部　定員 70人

●参加費　無料

●申込締切　11月 12 日（金）

●主催　松島町社会福祉協議会・宮

城県社会福祉協議会・松島町・陸

上自衛隊多賀城駐屯地

●申込み・問合先　松島町社会福祉

協議会　我妻　� 353-4224
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　名前を大好きな子にすることは

しつけにも役立ちます。

●日時　11月 25 日（木）

　午後 1時～午後 3時

●場所　利府町勤労青少年ホーム　

　講習室

●定員　20 人

●参加費　300 円

●申込先・問合先

　Wan ダフル Best フレンド事務局

　� 090-6228-4526
　FAX　356-1850

わんちゃんと Let's　try

コミュニケーション！

災害ボランティアセンター運営スタッフ

養成基礎研修及び松島町災害

ボランティアセンター設置訓練・炊き出し訓練
第 5回
●日時　11月8日（月）　午前10時～正午

●テーマ　やってみよう！資源の発

掘のスキル～子どもたちの自己肯

定感を高める～

第 6回
●日時　12月6日（月）　午前10時～正午

●テーマ　やってみよう！暗示のス

キル～子どもたちの向上心をさら

に引き出す～

●講師　川村幸恵氏（NPO法人日本

スクールコーチ協会東北支部長）

●会場　塩釜市市民活動センター　

または　藤倉コミュニティセン

ター（別途ご案内）

●料金　3,000 円／ 1回

●申込み・問合先

　Y's communication 本郷

　� 080-3190-9802

　E-mail yoshiehongo@yahoo.co.jp

子どもの意欲を引き出す

8つの方法

　ＮＰＯ法人マリソル松島スポーツクラブでは、地域に根ざしたスポーツクラ

ブを目指しキッズ・ジュニア中心のスクール生を募集します。

※入会時に、スポーツ安全保険料として、

　幼児～中学生：600 円・大人 1,600 円徴収します。

　●問合先　NPO法人マリソル松島スポーツクラブ
　　� 354-6797

月会費練習日・時間対象者・定員スクール名

3,000 円
土曜日

午前 10時（1H）
幼児年少・年長

20人
キッズサッカー 

3,000 円
土曜日

午後 5時 30分（1.5H）
幼児年少・年長・小学校

20人
キッズテニス 

3,000 円
金曜日

午後 7時（2H）
小学 4年生～中学

20人
バドミントン

3,000 円
土又は日曜日

午前 10時 30分～正午
幼児～大人
20人

レスリング 

　道場では礼儀作法や体力づくり技

術向上のため幼児～中学生の子ども

達が、日々頑張っています。

　少しでも武道に興味がある方は随

時見学大歓迎です。一緒に空手を

やってみませんか？

●日時　毎週火曜日・木曜日

　午後 7時 30 分～

●場所　初原コミュニティセンター

●会費　入会金・月謝は無料

●問合先　小野　� 090-6456-6528

　もしくは直接道場にお越しください。

松島空手道場生徒募集

　体験は無料です。冬に向けて水泳

で丈夫な体をつくりましょう。

●日時　毎週木曜日・土曜日　

　午後 4時 30 分～午後 5時 30 分

●会場　温水プール美遊

●対象　小学生・中学生

●会費　上・下半期それぞれ 12,000

円（年間 24,000 円）

●申込み・問合先　赤間　

　� 090-9422-2315

松島水泳スポーツ少年団員募集

●箇所　仙石線　陸前浜田～陸前大

塚間

●日時　11月25日（木）～30日（火）

（予定）　午前 0時～午前 5時

●問合先　東日本旅客鉄道株式会社

　仙台保線技術センター　工事科

　� 262-0350

線路除草剤散布について
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健 康 ら ん ど
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
11 月 8日（月）、11月 22 日（月）
母子健康手帳の交付　9：30～ 11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５-０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
11 月 4日（木）　2歳 6カ月児歯科健診（H20.5 月～ 6月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
　　　　　　　　2歳児むし歯予防教室（H20.10月～11月生）
　　　　　　　　　　　　受付　13：00 ～ 13：15
11 月 5日（金）　1歳児パクパク教室（H21.9 月～ 11月生）
　　　　　　　　　　　　受付　9：30～ 9：45
　　　　　　　　3～4カ月児健診（H22.6月 1 日～8月5日生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
【ポリオ】
11 月9日（火）　対象　H21.11 月 15 日～H22.6 月 30 日生（1 回目）
受付時間　13：30 ～ 14：15
11 月 16 日（火）　対象　H21.7 月 1 日～ 11 月 14 日生（2 回目）

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
11 月 1日（月）、11月 16 日（火）　どんぐり保健室　　9：30～ 11：30
11月 11日（木）、11月 24日（水）　どんぐり保健室　13：30～ 14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽にご利用
ください。

シルバー昼食会
11 月 2日（火）、16日（火）　あったか～い（どんぐり 1班）
11月 9日（火）、22日（月）　あったか～い（どんぐり 2班）
11月 10 日（水）、24日（水）　あったか～い（公民館）
11月 11 日（木）、25日（木）　あったか～い（健康館）
11月 12 日（金）、26日（金）　あったか～い（品井沼）
11月 30 日（火）　　　　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業（美遊スタジオ）
11 月 19 日（金）　健康の日イベント　

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（1人 30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５-０７０３（保健師、栄養士）

その他の事業（保健福祉センターどんぐり）
11 月 12 日（金）　いちおし健康塾

塩釜保健所での各種受付（予約制）
HIV 抗体・クラミジア抗体検査　11月 17 日（水）
※HIV 抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として
無料です。

骨髄バンク登録受付　11月 17 日（水）
　　　　　　　　　　10：00 ～ 11：00
●申込み・問合先
　塩釜保健所　母子支援班　　�３６３-５５０７
　塩釜保健所　疾病対策班　　�３６３-５５０４
　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０７０３（保健師）

≪心の健康づくり≫　⑧〈禁煙のコツ〉　
　10月1日から、タバコ税が増税となり、1箱当たり100円以上の値上げとなりました。こ

れを機に禁煙にチャレンジしてみようと思っている方もいるのではないでしょうか。

　禁煙に挑戦したけれども、また吸い始めてしまうことも少なくありません。タバコをな

かなかやめられないのは、意志が弱いからではなく、“ニコチン依存”と“心理的な依存”が

あるからです。禁煙を成功させるには、この 2つの依存を克服しなければなりません。

　　★成功へのポイント★
その 1「始める前に環境づくり」
・禁煙する理由やメリットを考える。　　・禁煙を宣言する。

・家族や友人に協力を頼む。　　　　　　・たばこ、ライター、灰皿を処分する。

その 2「離脱症状に負けない」
・離脱症状は、2～ 3日はつらいですが、1週間ほどで軽くなります。

　（主な離脱症状は、吸いたくなる、イライラする、集中力が低下するなど）

・吸いたいときは、別な行動でしのぐ。

　（ガムを噛む、お茶を飲む、深呼吸をする、体を動かすなど）

・喫煙したくなる場所を避ける。（喫茶店、お酒の席、パチンコなど）

　ニコチンの離脱症状を和らげるために、禁煙補助薬（ニコチンガム、ニコチンパッチ、

飲み薬）を利用する方法もあります。また、医療機関の禁煙外来を受診することで、禁
煙が成功しやすくなります。

　失敗しても、自分を責めたり、あきらめたりせずに、失敗を次に活かして、再チャレ

ンジしてみましょう。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　�３５５-０７０３

　１０月１日の３歳６カ月児健診で、むし歯の

なかったお子さんを紹介します。

　　　　 平  間 　 咲  有 ちゃん（磯崎）
ひら ま さ ゆ

　　　　 伊  藤 　 孝  太 くん（磯崎）
い とう こう た

　　　　 大  山 　 温  人 くん（磯崎）
おお やま はる と

　　　　 相  澤 　 優  花 ちゃん（高城）
あい ざわ ゆう か

　　　　 佐  々   木 　 遙  琉 ちゃん（北小泉）
さ さ き みち る

　　　　 早  坂 　 優  麻 ちゃん（本郷）
はや さか ゆ ま

　　　　 大  友 　 菜  結 ちゃん（幡谷）
おお とも な ゆ

　　　　 千  葉 　 紫  月 ちゃん（下竹谷）
ち ば し づき

　　　　 櫻  井 　 松  風 くん（初原）
さく らい まつ かぜ

　　　　 相  澤 　 柊  太 くん（磯崎）
あい ざわ しゅ うた

　　　　 佐  藤 　 大  智 くん（初原）
さ とう だい ち

　　　　 赤  間 　 元  哉 くん（磯崎）
あか ま げん や

　　　　　　　　　　　以上、１２人でした。

★これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、
きれいな歯を守りましょう！

≪今月のピカピカ賞≫≪今月のピカピカ賞≫

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康のののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集『健康の日』　参加者募集
　あなたは日頃、どれくらい体を動かしていますか？

　日常生活の中で、意識して体を動かすことは健康づくりの第一歩です。そんな健康

づくりのきっかけに、「健康の日」に参加してみませんか？

　たくさんのご参加をお待ちしています。

記

●日　時　11月 19 日（金）　午前 10時～午前 11時 30 分
●場　所　松島町温水プール（美遊：二階スタジオ）
●内　容　軽運動（リズム体操、ボールエクササイズ、他）
　　　　　　　　※室内用運動靴を持参ください。

●参加費　300 円
●申込み・問合先　11月 18 日（木）まで下記へお申込みください。
　　　　　　　　　町民福祉課健康長寿班健康づくり担当

　　　　　　　　　�３５５-０７０３

内丸由美子
インストラクター
による指導です。
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親子 3人、力を合わせて家業に邁進
松竹園　鈴木正太郎さん　良幸さん

2010 11月号  No. 431

東京での会社勤めを経て職人修行に
　植木職人の父、正夫さんが『松竹園』を始めて、およ
そ 30 年。現在は長男の正太郎さんが２代目として跡を
継ぎ、次男の良幸さんも加わって親子３人で家業を盛
り立てています。
　正太郎さんは、大学卒業後、一旦は東京で土木関係の
会社に就職。ダムなど全国の現場をまたにかけて仕事
をしていました。そうして５年ほどがすぎた頃、結婚
する予定もあり、家業を継ぐこと決意。「造園業とは
まったく異なる仕事をしていたので、父があまり高齢
にならないうちにいろいろ教えてもらわなければ・・・」
と思い平成１９年に帰郷したそうです。

抜群のチームワークで
　弟の良幸さんは、帰郷を迷っていた正太郎さんに「継
ぐなら一刻も早く戻ってきて親父から教わったほうが
いい」と背中を押したそうです。「以前は父と２人だけ
で、時々、気詰まりになることもありましたが、３人に
なって楽しいですよ」と弟の良幸さんは話していました。
　４年前に帰郷してから職人としての修行を始めた兄
の正太郎さんに対し、弟の良幸さんはキャリアが１１年
と大先輩。しかし正太郎さんも、子どもの頃から仕事
をする父の背中を見て育ち、学生時代はアルバイトで
手伝うなど実践経験は積んでいます。「やはり兄貴には
２代目として頭をとってもらい、親父や俺たちに指示
を出していってもらわなければ」と、弟としても跡継ぎ
に対する期待は大きいようです。
　現在は、３人で仕事先へ行き、父が松、兄が刈り込み、
弟は枝ものを担当するなど、抜群のチームワークを見
せています。

お客様の笑顔のために
　今後について伺ったところ「いずれ我々の次の代にも
伝えて行きたい、とは考えていますが、今は自分たちが
経験を積む時期なので、お客さんの喜ぶ笑顔を励みに
目の前の仕事にガムシャラに打ち込むだけ。" 生き物 "
（木々）相手なので、１本１本、性格が違います。だか
ら、毎日が新しい発見、勉強の場です。また、何よりも
お客様の笑顔が励みになりますね」と口を揃えて話して
いました。

（Ｈ ２２ 年 １０ 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,462 人（－   3）　   人口 15,447 人（－12）
女 7,985 人（－   9）　   5,502 世帯（－   6）

富
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音
堂
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▲創建当時の美しい姿を取り戻した富山観音堂と仁王門

（
手
樽
字
三
浦
）

浅井元義スケッチシリーズ

▲鈴木正太郎さん（左）と良幸さん


